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斎宮歴史博物館
斎王他出演者披露
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上園芝生ひろば～斎宮歴史博物館
12時～15時（雨天中止）
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特別ゲスト／三味線奏者　たなか　つとむ

平成21年平成 年

6月6日（土）
6月7日（日）（雨天の場合は総合体育館）

（三重TV  ええじゃないか出演）

前夜祭
斎王市・アトラクション

15時～21時斎王市

禊の儀・斎王群行

http://saioh.sub.jp
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TEL 0596-52-0054　FAX 0596-52-7274　　　　津放送局、三重テレビ放送（株）、三重エフエム放送（株）、松阪ケーブルテレビ・ステーション（株）、近畿日本鉄道株式会社

第27回

忘
れ
て
い
た
日
本
に
逢
え
る

 国史跡指定30周年記念

三重県明和町
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奥田　勲
（四日市市）

近藤　加奈
（名古屋市）

稲垣　明香
（春日井市）

鈴木　直孝
（四日市市）

小川　あゆみ
（津市）

岡森　義貴
（名張市）

久米　圭一
（桑名市）

辻　　　泰
（鈴鹿市）

西村　幸英
（津市）

鳥井　麻生
（津市）

田所　藍耶
（斎宮小５年生）

木下　英里
（津市）

西尾　恵美
（明和町）

勝木　智美
（名張市）

加藤　美紀
（愛知県日進町）

矢田　薫
（四日市市）

大市　愛
（津市）

小田　真麻
（志摩市）

向井　裕子
（熊野市）

新納　優希
（津市）

大谷　廣美
（橿原市）

齋藤　治美
（鳥羽市）

野口　智世
（伊勢市）

伊藤　もえ子
（津市）

山添　真規
（伊勢市）

中瀬　千津留
（亀岡市）

佐藤　友梨
（東京都）

西　美矢子
（松阪市）

守月　真衣
（津市）

中森　千賀
（津市）

中山　かおる
（伊勢市）

杉谷　祐芽
（松阪市）

伊藤　旬子
（津市）

孟　未色
（中国）

逢　淑娜
（中国）

矢熊　智美
（御浜町）

成瀬　彩
（鳥羽市）

金田　伊代
（栃木県大田原市）

江崎　和季
（津市）

池田　朱美
（多気町）

北川　栞
（伊勢市）

中山　みどり
（伊勢市）
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「三味線　たなかつとむ」
三重テレビ「ええじゃないか。」喜多八役で活躍し、現在は同番組の続編のテーマソング「え！え？
え！じゃないか。」を唄う。この斎王まつりでは、古典民謡から現代曲まで古今東西「にっぽんの
音」をテーマに、「津軽じょんから節」やオリジナル曲などをお届けします。
公式サイト　www.chanchiki.com

●プロフィール

澤
村　

梨
乃

富
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音

田
所　

藍
耶

加
藤　

ひ
な

正
木　
　

茜

森　
　

涼
花

宇
田　

真
秀

島
田
か
の
ん

別
府　

将
吾

濱
口　

萌
音

中
野　

真
果

辻　
　

咲
菜

大
西　

美
汐

西
口　
　

空

奥
田　

侑
姫

小
野　

真
幸

山
本　

実
紅

下
村　

綾
音

新
開　

皓
太

池
田　

明
莉

前
野　

智
香

有
馬　

日
菜

北
吉　

美
優

丹
羽　
　

愛

小
川
愛
里
彩

童・童女  出演者 （順不同）

黒坂　麻由別府　大輔永井　優香

岩崎　優杉谷　佳恵
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斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

広
報
班　

　

昨
年
は
明
和
町
制
五
十
周
年
、
本
年
は
斎
宮
跡
国
史
跡
指

定
三
十
年
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
開
館
二
十
年
の
節
目
の
な
か

二
十
七
回
目
の
「
斎
王
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
存
じ

の
と
お
り
昭
和
五
十
八
年
地
元
婦
人
会
有
志
の
「
お
祀
り
」

が
き
っ
か
け
で
実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
四
半
世
紀
を
超

え
て
「
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
斎
王
は

二
十
五
代
を
数
え
、
斎
王
役
も
少
女
か
ら
成
人
へ
、
町
内
推

薦
か
ら
全
国
公
募
と
な
り
全
国
各
地
か
ら
応
募
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
前
夜
祭
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
程
も

一
日
か
ら
二
日
へ
、
内
容
も
斎
王
群
行
に
加
え
、
禊
の
儀
、

発
遣
の
儀
、
社
頭
の
儀
と
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
県
内
外
の
斎
王
に
関
わ
り
の
あ
る
各
地
で
同
様
な

行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

斎
王
様
が
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
地
で
行
い
ま
す
明
和
町
の

斎
王
ま
つ
り
「
忘
れ
て
い
た
日
本
に
逢
え
る
」
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
益
々
充
実
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

斎王群行出発式
開会式
禊の儀
斎王群行

も く じ
斎王まつり配役…………………… 2
斎王まつり童・童女出演者……… 4
斎宮の歴史語り（その 3）…………… 6
斎宮跡の発掘調査………………… 8
斎宮歴史博物館…館長… ………… 10
斎王まつり実行委員のページ… 12
図書の紹介 /実行委員会組織体制…… 18
斎王まつり実行委員会活動…… 19
群行衣裳………………………………… 20
フォトコンテスト……………… 22
第 26 回斎王まつりの思い出…… 24

斎
王
ま
つ
り
二
十
七
回
を
迎
え
る
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：
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：
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上
園
芝
生
ひ
ろ
ば（
斎
宮
駅
北
）

か
ら
斎
宮
歴
史
博
物
館
ま
で

斎
王
群
行
を
再
現
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：
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テ
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ジ
で
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種
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ト
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ク
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ン
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雨
天
の
場
合
中
止

雨
天
の
場
合
中
止

斎
宮
歴
史
博
物
館
会
場

開
会
式

禊
の
儀

斎
王
他
出
演
者
披
露（

雨
天
中
止
）
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斎
宮
の
歴
史
語
り
（
そ
の
三
）

　

古
代
よ
り
交
流
が
続
い
て
き
た
中
国
、
朝
鮮
、
ペ

ル
シ
ャ
か
ら
は
、我
が
国
は
『
倭わ

の
国
』
と
呼
ば
れ
、

『
倭や

ま
と
』
と
も
読
ま
れ
て
い
た
。
諸
説
あ
る
中
に
『
東

あ
ず
ま

夷え
び
す』、
と
い
う
蔑
称
を
使
わ
れ
た
時
も
あ
り
、
東
の

方
の
野
蛮
な
人
の
住
む
山
ば
か
り
の
島
『
山や

ま
と処
』
と

の
解
釈
も
あ
っ
た
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
時
代
の
有

っ
た
こ
と
は
伝
承
時
代
を
書
い
た
書
物
に
見
受
け
ら

れ
る
。

　

後
世
に
な
っ
て
か
ら
、
縄
文
時
代
一
万
年
、
弥
生

時
代
六
百
年
の
経
過
を
振
り
返
る
中
で
、公
文
書
や
、

祭
祀
の
場
に
は
、
平
城
宮
遷
都
の
頃
に
な
る
と
、
先

に
述
べ
た
『
倭
』
の
文
字
も
『
大
和
』
が
多
く
使
わ

れ
、
対
外
的
に
は
『
日
本
』
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
然
し
読
み
方
は
『
ヤ
マ

ト
』
で
あ
り
、『
ニ
ッ
ポ
ン
。
ニ
ホ
ン
』
の
読
み
分

け
と
共
に
、完
全
に
『
ニ
ホ
ン
』
と
か
『
ニ
ッ
ポ
ン
』

と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
の
頃
か
、
未

だ
全
て
が
曖
昧
な
ま
ま
の
日
本
で
あ
る
。

　

古
い
都
跡
の
一
人
旅
は
良
い
も
の
で
あ
る
。

　

自
分
の
頭
に
描
い
た
知
識
に
句
読
点
を
打
つ
楽
し

み
や
、
何
回
も
書
い
て
は
消
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と

も
ス
リ
ル
の
一
つ
と
云
う
べ
き
か
。

　

こ
の
倭
を
中
心
と
し
た
山
深
い
盆
地
に
、
こ
の
国

独
特
の
文
化
が
開
い
て
い
っ
た
。

　

書
き
出
し
の
『
古
代
よ
り
交
流
が
続
い
て
き
た
中

国
、
朝
鮮
、
ペ
ル
シ
ャ
等
』
世
界
の
古
代
文
明
の
影

響
を
受
け
て
の
、
日
本
の
古
代
ロ
マ
ン
の
地
は
幾
度

訪
れ
て
も
新
し
い
思
い
を
呼
び
覚
ま
す
。

　

昨
年
は
、
何
と
は
な
く
奈
良
の
旧
跡
を
訪
ね
て
見

た
く
、
明あ

す

か

き

み

は

ら

日
香
浄
御
原
の
宮
か
ら
藤
原
宮
に
遷
都
さ

れ
た
１
６
年
間
の
花
の
時
代
を
想
像
し
、
藤
原
宮
跡

へ
回
っ
た
。
千
三
百
年
を
経
た
そ
の
地
の
一
木
一
草

に
命
を
感
じ
、
資
料
に
目
を
や
れ
ば
、
幾
星
霜
を
経

た
昔
を
語
っ
て
く
れ
る
そ
の
宮
跡
に
、
小
学
校
時
代

に
覚
え
た
歌
カ
ル
タ
の
風
景
が
重
な
る
。

　
　

万
葉
集
・
巻
き
一
に
、

　
『
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
白し

ろ
た
え栲

の

　
　

衣
乾
し
た
り
天
の
香
具
山
』　　
　

持
統
天
皇

　

は
完
成
し
た
藤
原
京
を
帝み

か
ど

の
目
で
読
ん
だ
庶
民
感

覚
の
歌
で
あ
ろ
う
。

　

懐
か
し
い
思
い
の
中
で
、
北
東
方
向
に
遠
く
駱
駝

の
背
の
よ
う
な
二
上
山
を
望
み
、
近
く
に
は
、
遺
跡

に
誘
わ
れ
て
佇
む
こ
の
魂
を
囲
む
よ
う
に
、
大
和
三

山
と
呼
ば
れ
て
い
る
香
具
山
・
畝
傍
山
・
耳
成
山
が

語
り
か
け
て
く
る
思
い
が
す
る
。

　

処
、
処
に
建
つ
説
明
版
に
は
、
こ
の
広
大
な
平
地

が
語
る
一
三
〇
〇
年
間
の
歴
史
が
訪
問
す
る
度
に
新

し
い
ロ
マ
ン
を
醒
ま
す
に
十
分
な
空
間
で
あ
る
。

　

ふ
っ
と
遠
景
に
行
き
来
す
る
人
影
は
、
朝

ち
ょ
う

服ふ
く

を
纏

っ
た
弥
生
時
代
に
生
き
た
人
と
重
な
る
神
と
空
想
の

世
界
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

　

七
〇
一
年
、
大
宝
律
令
が
完
成
し
、
近
代
国
家
へ

の
道
程
は
時
代
に
合
っ
た
多
く
の
『
法
』
を
内
包
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
国
の
祭
政
の
全
て
は
厳
し
く
指
揮
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

史
料
を
遡

さ
か
の
ぼれ

ば
『
天
武
二
年
四
月
、
大
来
皇
女

十
三
歳
初は

つ

瀬せ

斎さ
い

宮く
う

に
置
く
』
と
あ
る
。
初
代
斎
王
の

制
度
に
よ
る
野
宮
の
初
め
て
の
記
録
で
あ
る
。

　

翌
年
に
は
伊
勢
斎
宮
と
し
て
明
日
香
の
宮
か
ら
発

遣
の
儀
が
行
わ
れ
、
伊
勢
神
宮
と
、
朝
廷
と
、
斎
王

を
結
ぶ
太
い
糸
で
繋
が
れ
て
い
っ
た
。

　

斎
宮
と
斎
王
は
同
義
語
で
あ
り
、
近
代
に
な
る
ま

で
斎
宮
は
（
い
つ
き
の
み
や
）
と
読
ま
れ
、『
伊
勢

物
語
』
な
ど
の
古
典
に
は
斎
王
も
（
い
つ
き
の
み
や

な
り
け
る
ひ
と
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
壬じ

ん

申し
ん

の
乱
』
に
勝
利
し
た
側
が
、
朝
明
川
の
ほ

と
り
で
皇
祖
人
・
伊
勢
神
宮
に
望
拝
し
、
神
と
の
約

束
祈
願
を
し
た
『
神
宮
遷
宮
、
斎
王
制
度
』
は
こ
の

頃
よ
り
律
令
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
然
し
、
史
書
に
は
、
天
皇
の
意
図
し
て
き
た

皇
位
継
承
の
順
位
が
遅
々
と
し
て
思
う
方
向
に
進
ま

ず
、
こ
の
事
の
関
連
は
斎
王
数
代
の
記
録
と
し
て
次

の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

先
頃
、私
は
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
『
荷
物
』

に
な
り
な
が
ら
、
弱
い
足
を
引
き
づ
り
史
書
に
載
る

初
代
斎
王
『
大
来
皇
女
』
の
源
流
の
地
を
探
訪
し
た
。

　

先
に
述
べ
た
初は

つ

瀬せ

は
現
在
の
長は

せ谷
で
あ
り
、
長
谷

よ
り
明
日
香
へ
の
山
に
は
至
る
所
に
関
係
す
る
歴
史

が
祀
ら
れ
、
そ
の
社
の
後
ろ
に
は
深
山
幽
谷
に
続
く

参
道
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
高
い
石
段
を
喘
ぎ
、
登
り

下
り
す
る
だ
け
で
自
然
と
頭
下
が
る
思
い
が
し
た
。

　

山
か
ら
滴
る
水
は
深
山
の
色
に
染
ま
り
、
此
処
も

彼
処
も
歴
史
に
載
る
初
代
斎
王
・
大
来
皇
女
十
三
歳

の
籠
も
っ
た
野
宮
に
比
定
す
る
の
に
は
厳
し
さ
と
神

聖
さ
の
言
葉
を
超
越
し
て
い
た
。

　
『
初は

つ

瀬せ

斎さ
い

宮く
う

に
居は

べ

ら
し
む
。
是
は
先
ず
身
を
潔
め

稍
に
神
に
近
づ
く
所
な
り
』
日
本
書
紀
『
天
武
紀
』

に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
神
の
境
地
と
の
合
体
を

意
味
す
る
記
述
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

                    

史
書
に
よ
れ
ば
、

　
『
大
来
内
親
王
薨
・
天
武
天
皇
皇
女
也
』
の
少
な

い
一い

ち

行ぎ
ょ
うの

記
録
と
、
十
二
月
二
十
七
日
喪
は
、
斎
宮

遺
跡
を
目
指
し
て
来
町
し
て
い
た
だ
く
女
性
に
と
っ

て
、
古
代
の
女
性
は
現
代
に
も
共
感
を
呼
び
、
何
回

か
ガ
イ
ド
冥
利
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
平
成
五
年
『
斎
宮
ロ
マ
ン
フ
ェ
ス

タ
』
な
る
野
外
音
楽
劇
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
芝
生

広
場
で
大
々
的
に
行
わ
れ
、
中
央
か
ら
も
地
方
か
ら

も
沢
山
の
役
者
が
出
演
し
た
。『
語
り
部
』
と
し
て

昼
間
、
群
衆
の
中
に
埋
も
れ
、
当
て
の
な
い
散
策
を

し
て
い
た
時
、
若
い
三
人
の
役
者
と
立
ち
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
倭
姫
、大
来
皇
女
役
の
女
性
二
人
、

盧い
お
き
べ
の
む
ら
じ

城
部
連
・
武た

け
ひ
こ彦
役
の
男
性
で
あ
り
、「
倭
姫
の
お

宮
さ
ん
は
ど
の
方
角
で
す
か
」「
あ
な
た
は
お
父
さ

ん
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
役
で
す
ね
」
そ
ん
な
会
話
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
出
す
。
男
女
を
問
わ
ず
若
く
美

し
い
三
人
の
一
人
が
『
大
来
斎
王
』
役
の
『
萩
原
か

お
り
』さ
ん
で
あ
っ
た
。
本
番
の
朗
々
た
る
歌
声
は
、

そ
の
役
柄
と
美
貌
と
共
に
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
す
。

                                          　
　
　
　
　
　

参
考
資
料　

斎
宮
志　

山
中
智
恵
子

ふ
る
さ
と
の
語
り
部
　
　
山
川
　
充
造
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第158次調査　奈良古道 第157次調査　柳原区画最大の柱堀形

発掘体験ウィーク風景

　

斎
宮
跡
の
発
掘
調
査
は
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

四
〇
年
目
を
迎
え
、
史
跡
指
定
か
ら
三
〇
年
と
な

る
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
平
安
時
代
の
斎
宮

跡
の
中
枢
部
で
あ
る
柳
原
区
画
を
中
心
に
、
御
館

区
画
、
東
加
座
北
①
・
②
地
区
で
計
四
地
区
、
お

よ
そ
三
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
発
掘
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
　「
柳
原
区
画
」
の
調
査

　　
「
柳
原
区
画
」
で
は
、
第
一
五
七
次
調
査
区
と

第
一
五
九
次
調
査
区
の
二
地
区
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

第
一
五
七
次
調
査
区
は
、
柳
原
区
画
の
北
西

隅
に
あ
た
る
部
分
で
す
。
こ
の
調
査
区
か
ら
は
、

一
五
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
建
物
は
、
平
安
時
代
前
期(

九
世
紀)

か

ら
末
期(

一
二
世
紀)

に
か
け
て
の
建
物
と
考
え

ら
れ
、
長
い
時
期
を
通
じ
て
、
建
物
が
何
度
も
建

て
替
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
柱
掘
形(

建

物
の
柱
を
埋
め
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
穴)

が
一
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
、「
柳
原
区
画
」

で
も
最
大
級
の
規
模
を
持
つ
建
物
が
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
級
品
で
あ
る
越
州

窯(

中
国
浙
江
省)
産
の
青
磁
椀
が
出
土
し
て
お

り
、
柳
原
区
画
が
重
要
で
あ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た

こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、「
志
摩
式

製
塩
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
塩
作
り
に
用
い
ら
れ
た

土
器
も
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
斎
宮
の
中
枢
部

に
塩
が
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
食

用
や
儀
礼
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
、
一
五
九
次
調
査
区
は
、
柳
原
区
画
の
南

東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
平
安
時

代
前
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
建
物
が
一
三
棟
見

つ
か
り
ま
し
た
。建
物
の
大
半
は
重
複
し
て
お
り
、

何
度
も
建
て
替
え
ら
れ
て
い
た
事
が
う
か
が
え
ま

す
。
今
回
見
つ
か
っ
た
建
物
に
も
、
第
一
五
三
次

調
査
で
確
認
さ
れ
た
三
面
庇
付
建
物
と
軸
を
揃
え

て
建
て
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
建
物
が
計
画
的
に

配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
は
、
柳
原
区
画
の
隅
部
分
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
調
査
区
か
ら
も

多
数
の
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
柳

原
区
画
で
は
、
区
画
全
体
に
わ
た
り
計
画
的
に
空

間
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

　

区
画
道
路
の
調
査

　

第
一
五
八
次
調
査
区
は
、
御
館
区
画
の
東
端
中

央
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
奈
良
古

道
を
確
認
し
ま
し
た
。
古
道
は
幅
が
約
九
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
二
五
大
尺(

一
大
尺
＝
約
三
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル)

の
規
格
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
柳
原
区
画
と
御
館
区
画
間
の

区
画
道
路
の
西
側
溝
も
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
こ
の
側
溝
を
含
む
区
画
道
路
幅
が
お
よ
そ

十
五
メ
ー
ト
ル
、
五
〇
小
尺(

一
小
尺
＝
約
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　

第
一
六
〇
次
調
査
は
、
方
格
地
割
の
北
辺
道
路

と
区
画
道
路
の
交
差
点
部
分
を
行
い
ま
し
た
。
区

画
道
路
の
東
側
溝
は
、
何
度
も
掘
り
直
さ
れ
た
た

め
、
当
初
の
側
溝
よ
り
も
幅
が
広
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
本
来
は
側
溝
を
含
め
て
五
〇
小
尺
で
つ

く
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
辺

道
路
の
南
側
溝
が
、
こ
れ
ま
で
東
加
座
北
①
区
画

よ
り
西
側
と
東
側
で
は
、
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ず
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
交
差

点
か
ら
東
側
に
新
た
な
溝
が
掘
り
直
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　 

発
掘
調
査
現
場
の
公
開
と
活
用

　

斎
宮
歴
史
博
物
館
で
は
、
史
跡
斎
宮
跡
に
多
く

の
方
が
訪
れ
、
史
跡
に
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う

に
、様
々
な
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
現
場
に
は
案
内
看
板
や
見
所
を
書
い
た

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
調
査
期
間
中
は
い

つ
で
も
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
夏
休
み
の
子
ど
も
体
験
発
掘
に
加
え
、「
発

掘
調
査
体
験
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
一
般
の
方
々
に

も
発
掘
体
験
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
〇
〇
人
を
超
え
る
大
勢
の
方
々
が
、
発
掘
調

査
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

  

昨
年
度
の
調
査
に
よ
っ
て
柳
原
区
画
の
大
部
分

が
明
ら
か
と
な
り
、
建
物
の
変
遷
や
区
画
の
空
間

利
用
方
法
が
判
明
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
斎

宮
跡
中
枢
部
の
実
態
解
明
を
進
め
る
と
と
も
に
、

調
査
現
場
の
公
開
等
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
る
史
跡
に
な
る
よ
う
、
努
力
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

(

斎
宮
歴
史
博
物
館　

技
師　

新
名
強)

斎宮跡の発掘調査斎宮跡の発掘調査平成20年度の

平成 20 年度　史跡斎宮跡発掘調査区位置図

発掘後
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斎
王
制
度
は
、
天
武
天
皇
か
ら
後
醍
醐
天
皇
ま
で
、
約

六
六
〇
年
間
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
斎
宮
の
歴
史
に
数

多
く
の
人
々
が
か
か
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
、「
斎
王
ま
つ

り
」
も
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
「
斎
王
ま
つ
り
」
の
開
催
が
、
今
年
で

二
十
七
回
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
ま
ず
は
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）
地

元
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
斎
宮
跡
発
掘
調
査
も
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
こ
の
地
で
「
斎
王
様
を
お
祀
り
」
し
よ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
以
降
は
、
斎
王
役
等
も
公
募

と
な
り
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
つ
り
の
規
模
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
町
内
・
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
物
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
博
物

館
と
し
て
も
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
明
和

町
商
工
会
・
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
有
志
で
組

織
さ
れ
る
「
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
中
心
と
な
り
、

大
道
具
・
小
道
具
づ
く
り
な
ど
、
ま
つ
り
の
準
備
か
ら

前
夜
祭
、
群
行
、
そ
し
て
テ
ン
ト
で
の
出
店
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
す
。
全
て
町
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
す
。

　

野
呂
知
事
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
に
、
地
域
主
権
の

社
会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
「
新
し
い
時
代
の
公
」

あ
る
い
は
「
文
化
力
」
を
展
開
す
る
中
で
、
質
の
高
い
行

政
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
年
は
、「
美
し
国
お

こ
し
・
三
重
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
年
で
も
あ
り
、
地

域
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
多
様
な
主
体
と
と
も
に
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
斎
王
ま
つ
り
」
こ
そ
ま
さ
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
創

意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主
的
な
活
動
で
、
地
域
の
活
性

化
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
す
る
、
文
化
力
を
い
か
し
た
、
持
続
し
た
地
域

づ
く
り
の
さ
き
が
け
と
な
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
人
々
が
斎
宮
の
歴
史
や
文
化
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
識
し
、
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

ま
つ
り
を
通
じ
て
世
代
間
・
地
域
間
の
交
流
を
深
め
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の
活
性
化
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
文
化
力

の
向
上
に
対
す
る
貢
献
度
の
高
さ
は
、
胸
を
張
っ
て
よ
い

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
昨
年
の
第

二
十
六
回
斎
王
ま
つ

り
に
、
長
奉
送
使(

都

か
ら
斎
宮
ま
で
斎
王

を
送
り
届
け
る
群
行

の
責
任
者)

と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
つ
り
を
通
じ
て
、

か
つ
て
斎
宮
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
、
我
々

の
先
祖
た
ち
が
ど
う

生
き
た
か
を
教
え
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。　
「
斎
王
ま
つ

り
」
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
上
園
広
場
や
参

宮
街
道
は
、
の
ど
か

な
田
園
地
帯
に
昔
の

た
た
ず
ま
い
が
残
さ

れ
、
一
三
〇
〇
年
前

と
同
じ
景
色
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
山
や
森
、
川
な
ど
自
然
環
境
を
含
め
て

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
の
よ
う
な
史
跡
を
活
か

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
、「
斎
王
ま
つ
り
」
が
斎
宮
の
歴

史
に
脈
々
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
活
性
化
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
斎
宮
跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
三
十
年
、

斎
宮
歴
史
博
物
館
が
開
館
し
て
二
十
年
と
い
う
節
目
の

年
で
す
。
国
史
跡
斎
宮
跡
が
、
地
域
の
み
な
ら
ず
日
本
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
を
み
な
さ
ん
と
共

有
し
、
斎
宮
跡
を
内
外
に
よ
り
多
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
斎
王
ま
つ
り
」
と
と
も
に
博
物
館

も
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

斎
王
ま
つ
り
に
よ
せ
て

国
史
跡
指
定
三
十
周
年

博
物
館
開
館
二
十
周
年

斎
宮
歴
史
博
物
館
長
　
瀧
　
上
　
昭
　
憲

斎宮歴史博物館

いつきのみや歴史体験館
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斎
宮
の
縁
を
訪
ね
て

　

二
月
、
草
壁
皇
子
三
代
の
史
跡
を
中
心

に
実
行
委
員
と
巡
っ
て
き
た
。

　

初
瀬
街
道
（
Ｒ
一
六
五
）
か
ら
長
谷
寺

の
参
道
を
上
る
こ
と
約
六
㎞
、
初
瀬
川
の

上
流
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
神
社
へ
、
こ
こ

は
斎
宮
山
、
社
伝
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る

神
人
分
離
の
お
り
豊
鍬
入
姫
命
が
天
照
を

一
時
祀
っ
た
と
い
わ
れ
る
元
伊
勢
の
伝

承
、
後
で
は
大
伯
皇
女
が
禊
ぎ
を
行
っ
た

と
す
る
倭や
ま
と
か
さ
ぬ
い
む
ら
は
つ
せ
さ
い
く
う

笠
縫
邑
泊
瀬
斎
宮
の
旧
跡
伝
承

地
で
、
山
の
名
は
斎
宮
山
、
伊
勢
と
斎
宮

の
地
名
を
大
和
の
地
で
ま
と
め
て
見
る
と

は
。

　

桜
井
市
の
地
名
の
謂
わ
れ
「
桜
の
井
」

が
あ
る
、
式
内
稚わ
か
さ
く
ら櫻
神
社
（
桜
井
市
谷
）

へ
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
、
昼
食
は
飛
鳥

の
石
舞
台
古
墳
の
休
憩
所
で
摂
り
、
草
壁

皇
子
本
墓
の
東
明
神
古
墳
と
隣
接
す
る
皇

子
の
陵
墓
（
岡
宮
天
皇
陵
）
を
参
拝
し
た
。

　

草
壁
皇
子
は
諸
兄
ご
承
知
の
う
え
で
の

記
述
に
な
る
が
、
天
智
元
年
（
六
六
二
年
）

生
ま
れ
、
父
は
天
武
天
皇
、
母
は
持
統
天

皇
で
大
伯
皇
女
、
大
津
皇
子
と
は
異
母
兄

姉
、
六
七
九
年
事
実
上
の
後
継
者
と
な
り

（
吉
野
の
盟
約
）
六
八
一
年
に
立
太
子
、

六
八
六
年
天
武
が
崩
御
す
る
が
、
大
津
皇

子
の
処
刑
に
配
慮
し
、
母
が
天
皇
（
持
統
）

と
な
る
が
、
六
八
九
年
皇
位
に
就
く
こ
と

な
く
薨
去
。

　

歴
代
天
皇
に
岡
宮
天
皇
の
名
が
無
い
の

は
皇
子
は
天
皇
に
就
か
ず
し
て
亡
く
な

り
、
後
に
「
岡お
か
の
み
や宮
御ぎ
ょ
う
て
ん
の
う

宇
天
皇
」
の
称
号
が

贈
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

早
世
し
た
が
両
親
・
妻
（
元
明
）・
息

子
（
文
武
）・
娘
（
元
正
）
が
皇
位
に
就
き
、

次
女
の
夫
長
屋
王
も
親
王
待
遇
で
皇
位
継

︱
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
の
ペ
ー
ジ
︱

　

二
月
一
日
、
前
日
の
強
風
を
よ
そ
に
、

穏
や
か
な
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
材
旅
行
と
云
う
こ
と
で
事
前
に
資
料

を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
何
も
知
ら
な
い
私

に
と
り
ま
し
て
は
、
い
に
し
え
と
の
絆
を

探
る
良
い
参
考
と
な
り
興
味
深
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

紀
行
文
に
換
え
行
く
先
々
で
の
感
じ
た

こ
と
を
歌
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
川
添
ひ
に
縁
訪
ぬ
る
斎
宮
山
　

　
　
　
大
師
書
の
文
字
　
丹
塗
り
の
鳥
居

　
多
武
峰
標
識
横
目
に
明
日
香
路
へ

　
　
　
三
輪
そ
う
め
ん
の
　
幟
は
た
め
く

　
證
高
き
境
内
う
ず
め
る
木
の
実
落
つ

　
　
　
　
木
の
実
木
の
実
の
　
天
神
社
　

　
明
日
香
路
に
商
ぐ
み
か
ん
や
元
気
色

　
　
　
　
銀
輪
群
れ
て
　
坂
道
を
行
く

（
植
田　

芳
子
）

さ
い
姫
の
斎
王
関
連

史
跡
巡
り

承
権
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
な
ど
ほ
と
ん
ど

が
皇
位
に
つ
き
天
武
系
の
嫡
流
と
し
て
子

孫
は
奈
良
時
代
の
政
治
・
文
化
の
担
い
手

と
な
っ
た
。
井
上
内
親
王
は
曾
孫
。

　

次
い
で
草
壁
皇
子
の
長
子
、
文
武
天
皇

（
珂か

瑠る

又
は
軽か
る

皇
子
）
陵
、
両
親
（
天
武
・

持
統
）
の
陵
を
お
参
り
し
、
高
松
塚
古
墳

で
飛
鳥
美
人
と
会
い
斎
宮
へ
と
帰
っ
た
。

  

文
武
天
皇
の
母
は
次
に
天
皇
と
な
る
元

正
（
阿あ

陪へ

皇
女
）
子
は
聖
武
（
首お
く
び
皇
子
）

孫
に
は
孝
謙
・
称
徳
（
孝
謙
の
重
祚
）
と
、

草
壁
皇
子
の
項
に
も
記
し
た
よ
う
に
天
武

の
嫡
流
が
覗
え
る
。

　

父
草
壁
、
伯
父
高
市
と
皇
位
継
承
者
が

薨
じ
た
の
ち
、
祖
母
持
統
の
譲
位
に
よ
り

持
統
後
見
の
も
と
一
五
歳
で
即
位
し
た
。

　

大
宝
律
令
の
完
成
、
冠
位
制
か
ら
官
位

制
へ
の
改
め
、
元
号
制
の
整
理
が
行
わ
れ

た
の
は
こ
の
時
代
で
あ
る
。

岡宮天皇陵

東明神 天武天皇・持統陵
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初
期
斎
宮
の
縁
を
訪
ね
て

　
倭
笠
縫
邑
の
由
緒
と

　
　
　
　
斎
宮
山
の
天
神
社
を
訪
ふ

　

大
和
の
国
原
よ
り
望
む
、
厳
粛
な
る
三

諸
の
三
輪
山
一
円
は
美
し
き
山
辺
の
光
景

で
古
代
倭
の
神
々
の
鎮
ま
り
給
う
神
山
で

あ
り
、
東
青
垣
の
連
峰
は
渓
谷
美
に
優
れ
、

大
和
日
高
見
の
国
と
称
せ
ら
れ
て
天
の
神

の
聖
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
倭
笠
縫
邑
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
、
今
日
訪
ね
る
泊

瀬
の
小
夫
の
郷
は
い
に
し
え
の
郷
愁
を
誘

う
ロ
マ
ン
の
地
で
す
。

　

泊
瀬
の
地
を
稜
線
に
沿
っ
て
大
和
川
の

源
流
へ
、
万
葉
で
知
ら
れ
る
泊
瀬
川
は
神

の
河
、
日
の
河
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
水
源

を
な
す
秘
境
の
地
で
古
代
大
和
に
お
け
る

倭
笠
縫
邑
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
し
た
。

　

往
昔
、
神
浅
茅
原
と
称
し
、
笠
山
よ
り

東
に
龍
野
、
和
田
の
山
稜
、
小
夫
斎
宮
山
、

滝
倉
山
の
原
始
林
を
隔
て
て
、
真
平
、
中

岳
、
貝
ヶ
平
の
三
山
（
貝
塚
が
あ
り
貝
の

化
石
が
出
る
）
と
相
対
し
、
秋
の
頃
は
陽

は
中
岳
よ
り
昇
り
、
そ
の
陽
光
は
雄
大
と

な
り
上
之
郷
の
里
々
と
谷
々
を
照
ら
し
、

大
和
川
一
帯
の
紅
葉
は
絶
賛
さ
れ
る
と
、

里
人
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　

貝
ヶ
岳
は
大
和
に
於
け
る
俊
嶺
に
し
て

巌
の
如
く
、
天
に
聳
え
、
真
平
山
は
梢
低

く
頂
き
平
ら
に
し
て
、
中
岳
を
は
さ
み
、

そ
の
山
容
は
さ
な
が
ら
伊
勢
の
二
見
ヶ
浦

に
似
て
い
る
様
で
あ
り
ま
す
。
又
、
こ
の

地
の
神
の
郷
な
る
上
之
郷
は
伊
勢
五
十
鈴

川
の
上
流
に
あ
る
志
摩
の
上
之
郷
と
似
て

い
る
。

　

大
和
川
の
小
夫
の
下
流
に
は
釜
ヶ
淵
が

あ
り
、
同
名
称
の
釜
ヶ
淵
も
五
十
鈴
川
の

上
流
に
あ
る
よ
う
で
不
思
議
と
思
え
る
古

の
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。

  

小
夫
郷
は
往
時
、
倭
笠
縫
邑
と
称
し
、

幻
の
宮
、
泊
瀬
斎
宮
の
斎
王
、
大
来
皇
女

の
御
祓
の
伝
承
地
で
あ
っ
て
小
夫
天
神

社
、
笠
山
荒
神
、
滝
倉
権
現
を
斎
奉
し
古

代
倭
に
し
て
上
之
郷
に
は
、
笠
山
、
笠
神

の
笠
を
称
す
る
地
名
が
多
く
、
笠
山
よ
り

化
粧
川
、
斎
宮
山
、
小
夫
の
笠
神
に
至
る

地
所
は
多
く
あ
り
ま
す
。
悠
久
に
神
霊
が

座
し
、
元
伊
勢
発
祥
の
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、

遠
く
二
千
余
年
の
古
を
想
え
ば
感
慨
無
量

で
斎
宮
の
地
名
、
元
伊
勢
の
伝
承
の
地
を

訪
ね
た
こ
と
は
有
意
義
な
一
日
で
あ
っ

た
。

　
天
神
社
の
社
伝
に
は

　

倭
笠
縫
邑
に
天
照
皇
大
神
宮
御
鎮
座

は
、
第
十
代
崇
神
天
皇
が
神
人
分
離
の
一

大
変
革
を
起
こ
し
皇
女
豊
鍬
入
姫
命
を
し

て
、
皇
祖
を
斎
奉
し
給
う
た
最
初
の
霊
席

と
あ
る
。
又
、
崇
神
天
皇
の
御
代
に
神
戸

大
神
宮
、
天
神
宮
と
唱
え
る
と
あ
り
、
神

戸
は
上
之
郷
ま
た
は
小
夫
郷
と
（
日
本
地

理
資
料
）
に
古
に
は
笠
縫
邑
と
言
へ
り
と

あ
る
。
所
謂
に
元
伊
勢
の
伝
承
地
で
あ
り

ま
す
。

尚
、
社
伝
の
神
楽
歌
に

　
　

天
照
大
神
御
幸

み
ず
が
き
の
宮
よ
り
い
で
し
皇
神
は

泊
瀬
の
川
の
水
上
に
ま
す

　
　

化
粧
壷
御
祓
儀
式
歌

よ
も
す
が
ら
か
よ
い
給
ひ
し
あ
さ
ち
原

化
粧
の
壷
に
て
禊
ぎ
た
ま
ひ
し

　

  

笠
縫
邑
霧
御
歌

か
さ
ぬ
い
の
神
の
淵
よ
り
立
つ
霧
は

あ
ま
て
る
か
み
の
み
ち
の
し
る
し
に

　

神
社
名
は
天
神
社
、
古
く
は
天
神
神
社

と
い
へ
り
と
あ
る
。

　

鎮
座
地
は
斎
宮
山
に
鎮
座
す
る

　
　
（
桜
井
市
小
夫
字
神
前
田
三
一
四
七
）

　

社
殿
は

　
　

本
殿　

檜
皮
葺　

流
造
三
間
社
相
殿

　
　

中
門　

檜
皮
葺
唐
波
風
造

　
　

拝
殿　

瓦
葺
浜
縁
回
廊
造

　

初
期
斎
宮
を
訪
ね
『
泊
瀬
斎
宮
の
伝
承

旧
跡
』

此
の
地
、
修
理
枝
地
区
、
小
夫
郷
地
区
に

お
い
て
天
武
天
皇
の
御
代
の
大
来
皇
女
を

十
三
歳
の
御
身
で
侍
ら
し
め
た
宮
を
斎
宮

と
し
、
一
年
半
に
及
ぶ
潔
斎
を
行
い
、
美

し
い
化
粧
川
の
化
粧
壷
で
禊
を
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

（
広
報
班　
　

中
川　

裕
正
）

天神社社伝
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す
べ
て
は「
祈
り
」か
ら
始
ま
る
。

　

大
来
皇
女
が
禊
を
し
た
と
い
う
斎
宮
山

天
神
社
は
、
奈
良
県
桜
井
市
大
字
小
夫
に

鎮
座
し
、
長
谷
寺
か
ら
車
で
三
十
分
程
の

本
当
に
、
奥
深
い
山
里
に
あ
る
。
こ
こ
は
、

古
代
大
和
に
お
け
る
倭
笠
縫
邑
で
あ
る
と

い
う
伝
承
の
地
で
あ
り
、
元
伊
勢
の
伝
承

地
で
あ
る
。

　

ま
た
、
初
瀬
斎
宮
の
旧
跡
、
大
来
皇
女

化
粧
川
御
禊
の
旧
跡
で
あ
る
と
日
本
書
記

に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

天
神
社
は
厳
か
で
あ
り
な
が
ら
、
心
洗

わ
れ
る
よ
う
な
佇
ま
い
を
漂
わ
せ
て
い

る
。

　

斎
宮
山
と
は
私
達
の
町
、
三
重
県
多
気

郡
明
和
町
斎
宮
と
同
じ
呼
び
名
で
、
強
く

縁
を
感
じ
る
。
天
武
天
皇（
大
海
人
皇
子
）

が
、
壬
申
の
乱
の
際
、
朝
明
郡
迹
太
川
の

辺
り
で
、
天
照
大
神
を
遥
拝
し
戦
勝
祈
願
。

見
事
勝
利
し
た
場
所
も
三
重
県
四
日
市
市

大
矢
知
町
斎
宮
と
い
う
。

　

勝
利
後
、
天
武
天
皇
は
斎
王
制
度
を
成

立
さ
せ
る
。
文
献
上
記
録
に
残
る
初
代
斎

王
、
大
来
皇
女
は
天
武
天
皇
の
実
の
娘
で

あ
る
。

　

迹
太
川
は
朝
明
川
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

斎
宮
や
斎
王
に
縁
の
あ
る
市
町
村
が
集

い
サ
ミ
ッ
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
な
ど
出

来
た
ら
い
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
桜
井
市

の
晴
れ
た
青
空
を
見
上
げ
る
。
姉
妹
都
市

の
提
携
も
い
い
な
と
心
弾
ま
せ
る
。
都
か

ら
五
泊
六
日
を
か
け
て
斎
王
群
行
し
た
頓

宮
所
在
地
市
町
村
に
も
呼
び
か
け
、
皆
の

声
が
高
ま
れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
。
古
か

ら
御
縁
の
あ
る
地
な
の
だ
か
ら
。

　

斎
宮
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
。

　
「
願
い
」
は
思
い
続
け
な
け
れ
ば
叶
わ

な
い
。

　

今
、
私
達
が
「
斎
王
ま
つ
り
」
と
い
う

歴
史
の
時
間
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
。

　

賛
同
者
は
是
非
・
私
宛
、
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

様
々
な
形
で
連
携
を
と
れ
れ
ば
、
何
事

も
プ
ラ
ス
に
働
き
、
お
互
い
の
伝
統
文
化

普
及
活
動
に
も
、
広
が
り
を
与
え
て
く
れ

る
と
信
じ
ま
す
。

　
「
は
せ
」
は
、
桜
井
市
初
瀬
や
初
瀬
街
道

の
「
初
瀬
」、
長
谷
寺
の
「
長
谷
」、
泊
瀬

川
や
泊
瀬
斎
宮
の
「
泊
瀬
」
と
様
々
な
書

き
方
が
あ
る
。

　

私
は
泊
瀬
川
や
泊
瀬
斎
宮
に
心
惹
か
れ

た
。

　
「
聖
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
か
ら
だ
。「
言
霊
」
と
で
も
い
う
の
だ

ろ
う
か
。　
　

　

清
浄
な
姫
様
の
禊
と
祈
り
が
山
奥
の
空

気
と
川
の
流
れ
の
中
に
確
り
染
み
入
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

純
白
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
大
来
皇
女

が
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
肌
で
あ
る
が
透
き

通
っ
た
川
の
流
れ
の
泊
瀬
川
の
畔
に
、
佇

ん
で
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ

る
。

　

大
来
皇
女
は
父
上
で
あ
る
天
武
天
皇
の

命
令
で
神
の
御
杖
代
と
な
り
政
権
抗
争
の

渦
巻
く
中
で
、
結
果
的
に
斎
王
制
度
を
確

立
さ
せ
る
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。

　

大
来
皇
女
の
弟
で
あ
る
大
津
皇
子
の
最

後
の
地
、
磐
余
・
稚
桜
神
社
も
訪
ね
た
。

磐
余
の
池
跡
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る
。

天
武
天
皇
の
妻
で
あ
る
持
統
天
皇
は
夫
の

死
後
、
実
子
の
草
壁
を
即
位
さ
せ
る
た
め

二
十
四
歳
の
大
津
に
死
を
命
じ
た
と
い

う
。
大
津
の
死
後
、
半
狂
乱
に
な
っ
た
妃

（
山
辺
皇
女
）
が
池
に
飛
び
込
ん
だ
と
い

う
。
死
の
直
前
、
大
津
は
大
来
斎
王
を
斎

宮
の
地
に
訪
ね
た
と
さ
れ
て
い
る
。
斎
王

を
解
任
後
に
大
来
皇
女
も
、
こ
の
高
台
に

佇
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。

　

国
宝
・
高
松
塚
古
墳
も
見
学
し
た
。
高

松
塚
古
墳
埋
葬
者
は
諸
説
あ
る
が
天
武
天

皇
の
皇
子
説
に
注
目
し
壁
画
を
眺
め
る
。

　

描
か
れ
た
煌
び
や
か
な
飛
鳥
時
代
の
女

性
衣
装
は
身
分
に
よ
っ
て
色
も
形
も
決
め

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
壁
画
の
女
性
は
、

高
貴
な
身
分
な
の
だ
ろ
う
。
激
動
の
時
代

を
毅
然
と
生
き
た
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
壁
画
を
眺
め
な
が
ら
鵜
野
讃
良
（
持

統
天
皇
）
や
大
来
皇
女
の
こ
と
を
強
く
思

っ
た
。
色
褪
せ
な
い
命
の
迸
り
を
感
じ
る

の
で
あ
る
。

　

衣
装
は
、
男
女
と
も
に
、
そ
の
時
代
を

映
す
一
つ
の
指
針
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

昼
食
に
は
紫
色
の
古
代
米
を
戴
き
、
訪

れ
た
場
所
に
、
斎
宮
と
の
御
縁
を
思
う
研

修
旅
行
で
あ
っ
た
。

（
八
田　

明
美
）

斎
宮
山
天
神
社
を
訪
ね
て

　

観
音
信
仰
が
隆
盛
を
極
め
た
平
安
時
代

に
は
、
初
瀬
詣
で
知
ら
れ
た
霊
場
「
長
谷

寺
」
の
山
門
を
右
に
眺
め
、
バ
ス
は
都つ

祁げ

へ
続
く
つ
づ
ら
折
れ
の
山
道
を
走
る
。
右

眼
下
に
は
帯
の
様
に
伸
び
る
初
瀬
川
の
清

流
が
所
々
で
急
流
と
な
っ
て
見
え
隠
れ
す

る
。
や
が
て
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
集
落
に
到
着
し
た
。
三
輪
山
に
続
く
こ

の
地
は
、
現
在
桜
井
市
小
夫
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
周
囲
の
山
々
の
景
色
は
古
代
倭
の

神
々
の
宿
っ
た
神
山
で
あ
る
。
又
、
そ
の

連
峰
は
渓
谷
美
に
優
れ
、
往
時
は
倭
笠
縫

邑
と
言
わ
れ
天
照
大
神
を
祀
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
る
旧
跡
伝
承
地
で
有
る
。

  

な
だ
ら
か
に
続
く
石
段
を
一
段
一
段
登

り
詰
め
た
所
に
斎
宮
山
天
神
社
が
在
っ

た
。
御
祭
神
は
天
照
大
神
で
有
る
。
実
行

委
員
会
代
表
を
先
頭
に
、
参
加
し
た
各
々

は
第
二
十
七
回
「
斎
王
ま
つ
り
」
の
成
功

を
祈
る
。

　

か
つ
て
は
、
こ
の
倭
笠
縫
邑
に
祀
ら
れ

て
い
た
天
照
大
神
の
御
神
体
は
倭
姫
命
に

よ
っ
て
、
こ
こ
笠
縫
邑
か
ら
各
地
を
巡
行

さ
れ
伊
勢
に
祀
ら
れ
た
の
で
有
る
。

  

皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
生
じ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
る
古
代
に
は
珍
し
い
と

言
わ
れ
た
大
規
模
な
内
乱
、
壬
申
の
乱
は

大
友
皇
子
の
自
刃
に
よ
り
大
海
人
皇
子
の

勝
利
に
終
わ
っ
た
。
各
地
を
転
々
と
さ
れ

た
大
海
人
皇
子
は
、
近
江
か
ら
の
道
す
が

ら
甘
樫
の
丘
か
ら
大
和
の
国
を
一
望
さ
れ

た
時
「
大
和
は
、
国
の
ま
ほ
ろ
ば
、
こ
の

地
こ
そ
吾
が
治
め
る
国
な
り
」
と
仰
せ
ら

れ
大
海
人
皇
子
は
天
武
天
皇
と
し
て
皇
位

に
就
か
れ
た
。
そ
し
て
、
壬
申
の
乱
で
戦

勝
を
導
い
て
く
れ
た
伊
勢
の
天
照
大
神
の

神
恩
は
絶
大
で
有
る
と
思
わ
れ
、
永
ら
く

途
絶
え
て
い
た
斎
王
制
度
を
復
活
さ
れ
る

事
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
トぼ
く
じ
ょ
う定
に
よ
り
選

ば
れ
た
の
が
大
来
皇
女
で
有
る
。
最
愛
の

弟
宮
、
大
津
皇
子
と
別
れ
飛
鳥
都
を
後
に

さ
れ
た
大
来
皇
女
は
伊
勢
斎
王
と
な
る
迄

の
潔
斎
の
生
活
を
送
る
仮
宮
と
し
て
、
こ

こ
初
瀬
の
宮
で
一
年
半
の
月
日
を
過
ご
さ

れ
た
。
そ
し
て
初
瀬
を
後
に
伊
勢
へ
下
向

さ
れ
た
の
は
大
来
皇
女
十
四
才
の
初
冬
で

有
っ
た
と
言
う
。（

事
務
局　
　

野
畑  

久
子
）

天神社
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第27回 （平成21年度） 斎王まつり実行委員会組織体制
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１月	 ７日（月）	 予算会議（本部・財務班長）　
	 ９日（水）	 本部会議											
	 10日（木）	 梅まつり会議（代表）
	 12日（土）	 監査
	 19日（土）	 役員会
	 23日	(水）	 さわやか学園ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ打合せ
	 27日（日）	 総会
2	月	 4日（月）	 本部会議
	 5日（火）	 源氏物語1000年紀打合せ
	 7日（木）	 群行班会議
	 13日（水）	 会場班・前夜祭班会議
	 18日（月）	 役員会
	 21日	(木)	 出演者応募締め切り　																							
	 24日（日）	 童・童女出演者説明会（中央公民館）　　　　　
	 28日（木）	 広報班会議
3	月	 2日（日）	 梅まつり（斎王出演）
	 3日（月）	 役員会
	 9日（日）	 斎王役選考会（中央公民館）群行班・前夜祭班現地視察
	 28日（金）	 ｱﾄﾗｸ出演者応募締切り
	 31日（月）	 役員会
４月	 6日（日）	 ｱﾄﾗｸ班・群行班作業
	 10日（木）	 本部会議
	 11日（金）	 ｱﾄﾗｸｼｮﾝ出演者会議
	 15日（火）	 会場班会議・県民局来所
	 17日（木）	 斎王市出店者会議																									
	 19日（土）	 総務班会議															
	 22日（火）	 観光協会総会　　　　　　　　	
	 23日（水）	 役員会・下御糸自治会長会議出席
	 25日（金）	 全体会議
	 26日（土）	 自治会代表者会議出席
	 27日（日）	 総務班会議
	 29日（火）	 群行班会場作り
５月	 3日（土）	 大淀地区自治会長会議出席
	 4日（日）	 ステ－ジ作り
	 5日（月）	 衣裳貸出し
	 7日（水）	 近鉄リテ－ル弁当打合せ
	 8日（木）	 松阪商業高校ギタ－部顧問（福田先生）打合せ（代表）・本部会議
	 10日（土）	 上御糸地区自治会長会議出席
	 11日（日）	 群行出演者説明会・斎宮自治会長会議出席
	 14日（水）	 知事表敬訪問
	 16日（金）	 アトラクション出演者会議
	 21日（水）	 斎王市出店者最終会議　　　　　　　　	
	 25日（日）	 町内のぼり立て
	 30日（金）	 最終全体会議

６月	 1日（日）	 ステ－ジ作り
	 4日（水）	 衣裳出し
	 6日（金）	 ステ－ジ作り
	 7日（土）	 前夜祭　　　　　　　　	
	 8日（日）	 斎王まつり（禊の儀・斎王群行）
	 11日（水）	 衣裳かたつけ
	 12日（木）	 衣裳かたつけ
	 18日（水）	 役員会（反省会）
		 29日（日）	 会議室・倉庫かたつけ　　　　　　　　	
７月	 18日（金）	 フォトコンテスト応募〆切り
	 24日（木）	 フォトコンテスト一次審査会
	 30日（水）	 役員会（ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ入賞入選作品審査会)（応募者86名　応募作品202点）
8	月	 10日（日）	 ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ入賞者表彰式（いつきのみや休憩所）
	 21日（木）	 本部会議
	 29日（金）	 役員会
9	月	 5日（金）	 臨時総会
　　　	　　　　								秋の交通安全キャンペ－ン「とまと-ず」打合せ
	 6日（土）	 町制50周年記念式典（中央公民館）
	 14日（日）	 いつきのみや「観月会」協力	
										 14日〜15日	有志親睦研修旅行
							 23日（火）	 秋の交通安全キャンペ－ン「とまと-ず」協力（ジャスコ明和店内）
							 26日（金）	 本部会議
10	月	 7日（火）	 本部・広報会議（ポスタ－について）
	 17日（金）	 役員会
	 20日（月）	 千早衣裳出し
	 23日（木）	 町制50周年　金とく「出前コンサ－ト」収録協力（斎王安田・田端）
	 24日（金）	 衣裳他引取り
	 27日（月）	 古道まつり出演打合せ
11	月	 4日（火）	 古道まつり衣裳出し	
	 7日（金）	 町広報へ（出演者募集要項掲載依頼）
	 9日（日）	 古道まつり出演協力
	 11日（火）	 古道まつり衣裳かたつけ	
	 20日（木）	 いつきのみや「浪漫まつり」衣裳出し
12	月	 2日（火）	 いつきのみや「浪漫まつり」衣裳かたつけ	
	 4日（木）	 会場班会議
	 10日（水）	 役員会
	 12日（金）	 記者クラブ（松阪・伊勢）他出演者募集要項掲載依頼
	 17日（水）	 梅まつり会議	

役職名

本　部 代表 森下　清　　副代表 笛川　浩　　副代表 田中　貢　　副代表 岩佐康則　　事務局 野畑久子

会計監事 久世　晃　　浅尾美代子

顧　問 名誉会長（町長）中井幸充
西場信行　　大野秀郎　　瀧上昭憲　　大和谷正　　辻　正信　　辻　丈昭　　橋本久雄　　山川充造　　

相談役 辻　孝雄　　朝倉惟夫　　北村純一　　東谷泰明（斎王市担当）　　森島啓之

小委員会名 任務分担の内容 構成する委員の氏名

総務班 総務の実施
グッズ販売・スタンプラリー等

◎竹内克巳 ○土井祐治 　森島啓之 　朝倉惟夫 　石田豊喜 　 中瀬正実
　 原野正之 　西岡吉一 　西岡信行 　堀木茂生

10

財務班 財務の実施 ◎西村直克 　大西俊次郎 　辻　孝雄
3

会場班
着付会場内の管理
出演者の移動
記念写真

◎森田　均 ○北川和樹 ○八田明美  　澤　恒一 　潮谷伯子 　田端幸男
　 奥山憲生

7

着付班 着付け準備と後片付け

◎西川道子 ○新田一子 　田中政子 　 今西明美 　清水清子 　新谷千恵子
　夏井ちはる 　西川美代子 　 西宮幸代   服部益子 　北川佐代子
　植田芳子 　樫本英子     橋本伸江 　尾上昌子 　安井澄代

16

まつり実施班

前夜祭の実施
禊の儀の実施
出発式の実施
群行の実施
社頭の儀の実施
アトラクションの実施

◎笛川　浩 ○伊串金市 ○北岡　泰 ○北村哲也 ○関岡武夫 ○西山浩一
◎岩佐康則 ○森菜津子 　石田藤生 　亀村定雄    北山房夫 　小林順一

　小林邦久 　佐々木久夫    田中真司 　田端利也 　永島せい子
　中西修一 　中村利彦    西村　帝    中村好富 　長谷川新
　八田秀穂 　早川潤一 　間宮一彦 　森西捨巳    山本佐七
　山内　理 　辻　満寿美

29

広報班 ポスタ－・パンフレット原案作成
広報・宣伝事業計画

◎橋本久雄 ○中川裕正 　 西山清美 　清水恵子
4

敬称略・順不同（◎は班長　○は副班長）　平成 21年 2月 28日現在



1

2

3

13

12
11

9

10
8
7

1

2

3

4
5
6

20

第
27
回 

斎
王
ま
つ
り

21

第
27
回 

斎
王
ま
つ
り

長
奉
送
使
【
ち
ょ
う
ぶ
そ
う
し
】

　

監
送
使
と
も
い
う
。
斎
王
一
行
を
伊
勢
ま
で
送
り

届
け
る
群
行
の
最
高
責
任
者
。
沿
道
に
お
け
る
警
察

権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
任
を
終
え
る
と
直
ち
に
帰

京
し
ま
し
た
。

検
非
違
使
【
け
び
い
し
】

　

平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
京
中
の
警
察

を
担
当
し
た
職
。
元
来
、
平
安
京
の
治
安
維
持
は
京

職
や
衛
府
の
任
で
あ
っ
た
が
、
特
定
の
官
人
に
京
中

の
警
察
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
検
非

違
使
と
な
り
、
や
が
て
衛
府
や
京
職
・
弾
正
台
な
ど

の
権
限
を
吸
収
し
、
王
朝
国
家
有
数
の
警
察
機
関
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

看
督
長
【
か
ど
の
お
さ
】

　

検
非
違
使
庁
の
下
級
職
員
で
、
身
分
は
火
長
。
弘

仁
式
制
で
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
二
人
と
定
め
ら

れ
、
貞
観
・
延
喜
式
制
に
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
次
第
に
増
員
さ
れ
、
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）

の
『
看
督
長
見
不
注
進
状
』（『
平
遺
』
五
二
九
～
三

七
）
で
は
左
右
合
わ
せ
て
十
五
人
を
数
え
る
。
獄
直

や
犯
罪
の
捜
査
・
追
捕
等
を
任
務
と
す
る
。
尉
を
中

心
と
し
て
編
制
さ
れ
る
警
察
部
隊
の
一
員
と
し
て
出

動
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
単
独
な
い
し
少
数
の
従
者

を
率
い
、
事
に
従
う
こ
と
が
多
い
。
し
ば
し
ば
行
き

過
ぎ
た
捜
査
や
追
捕
を
行
い
、
京
民
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
一
方
で
、
恐
れ
ら
れ
も
し
た
。
そ
の
武
力
は
悪

鬼
魔
神
を
慴
伏
す
る
と
い
う
信
仰
を
生
み
、『
徒
然

草
』
二
〇
三
に
は
主
上
御
悩
の
時
、
五
条
の
天
神
に

看
督
長
の
靫
を
か
け
る
こ
と
が
見
え
、『
神
道
名
目
類

聚
抄
』に
は
守
門
の
神
を
看
督
長
と
称
し
た
と
あ
る
。

随
身
【
ず
い
し
ん
】

　

随
身
と
は
、貴
族
が
外
出
す
る
際
に
警
護
に
あ
た
っ

た
近
衛
府
の
官
人
を
指
し
ま
す
。そ
れ
に
は
高
い
教
養

と
優
美
な
美
貌
が
求
め
ら
れ
た
と
云
い
ま
す
。

駕
與
丁
【
か
よ
ち
ょ
う
】

　

斎
王
の
乗
る
輿
（
葱
華
輦
）
を
担
ぐ
人
で
す
。

２番　緌
おいかけ

斎
王
【
さ
い
お
う
】

　

天
皇
の
即
位
ご
と
に
、
未
婚
の
内
親
王
（
天
皇

の
娘
）
あ
る
い
は
女
王
（
天
皇
の
兄
弟
の
娘
な
ど
）

の
中
か
ら
占
い
で
選
ば
れ
、天
皇
の
譲
位
や
崩
御
、

あ
る
い
は
肉
親
の
不
幸
な
ど
に
よ
り
解
任
さ
れ

て
、
都
に
帰
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
伊

勢
神
宮
の
祭
り
に
は
、
六
月
・
十
二
月
の
月
次
祭

と
九
月
の
神
嘗
祭
に
関
わ
る
の
み
で
、
ふ
だ
ん
は

斎
宮
の
中
で
都
と
同
様
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
文
学
作
品
に
登
場

す
る
斎
王
も
多
く
、『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』

な
ど
、
多
く
の
文
献
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
単
【
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
】

　

十
二
単
と
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
呼
び
名

で
、
正
し
く
は
女に
ょ
う

房ぼ
う

装し
ょ
う

束ぞ
く

、
ま
た
は
裳も

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

と
い

い
ま
す
。
単
衣
の
上
に
袿う
ち
ぎを
重
ね
、
打う
ち

衣ぎ
ぬ

、
表う
わ

着ぎ

の
上
に
ベ
ス
ト
の
よ
う
な
唐
衣
を
は
お
り
、
腰
に

は
前
部
の
な
い
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
裳も

を
つ
け
ま
す
。
貴
族
の
女
性
の
晴
の
衣
裳（
正
装
）

で
す
。

　

髪
は
垂た
れ

髪が
み

、
作
り
眉
。
上
衣
は
、
上
か
ら
順
に

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

、
表う
わ

着ぎ

、
打う
ち

衣ぎ
ぬ

、
袿う
ち
ぎ、
単ひ
と
えと
な
っ
て
い
ま
す
。

唐
衣
は
衽
、
衿
合
わ
せ
が
な
く
、
上
か
ら
は
お
り

ま
す
。
表
着
は
上
の
御お
ん

衣ぞ

と
も
呼
ば
れ
る
垂た
り

領く
び

広

袖
の
袷
仕
立
て
で
す
。
打
衣
は
砧き
ぬ
たで
打
っ
て
光
沢

を
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
形

は
表
衣
と
同
じ
で
紋
様
は
あ
り
ま
せ
ん
。
袿う
ち
ぎ
は
、

内
衣
の
意
味
で
、
垂
領
、
広
袖
の
袷
仕
立
て
で
地

紋
が
あ
り
、
数
枚
重
ね
て
用
い
ま
す
。
単
は
袿
と

同
形
で
す
が
、
裄
、
丈
と
も
に
長
く
、
単
仕
立
て

で
裾
は
ひ
ね
り
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
衣

に
は
袴
と
裳も

を
つ
け
ま
す
。
袴
は
緋
の
長
袴
（
若

年
未
婚
は
濃こ
き

色
）、
裳
は
背
に
あ
て
て
結
び
、
後
に

長
く
垂
ら
し
て
引
き
ま
す
。

内
侍
ま
た
は
命
婦
【
な
い
し　

ま
た
は　
み
ょ
う
ぶ
】

　

斎
宮
で
働
く
女
官
た
ち
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

乳
母
や
女
孺
の
上
に
い
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。

女
別
当
【
に
ょ
べ
っ
と
う
】

　

内
侍
や
宣
旨
が
、
斎
王
の
住
む
エ
リ
ア
で
公
的
性

格
を
も
つ
仕
事
を
こ
な
す
女
官
で
あ
る
の
に
対
し

て
、乳
母
の
よ
う
に
、斎
王
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
「
宮

家
」
と
し
て
の
用
向
き
を
担
当
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。

乳
母
【
め
の
と
】

　

母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
を
受
け
持
つ
女
性
で
、
斎

宮
に
は
、
斎
王
個
人
の
「
家
」
に
仕
え
る
存
在
と
し

て
、
二
名
な
い
し
三
名
が
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

女
孺
【
に
ょ
う
じ
ゅ
】

　
「
め
の
わ
ら
わ
」
と
も
い
う
女
官
で
、一
等
か
ら
三

等
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
実

務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

采
女
【
う
ね
め
】

　

都
で
は
、
地
方
の
郡
司
の
娘
か
ら
選
ば
れ
、
天
皇

の
御
前
な
ど
に
奉
仕
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
斎

宮
に
采
女
が
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

童
・
童
女
【
わ
ら
わ
・
わ
ら
わ
め
】

　

都
の
官
人
が
、
家
族
で

斎
宮
に
赴
任
し
た
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
か

ら
、
そ
の
子
供
達
が
斎
宮

内
に
住
ん
で
い
た
と
い
う

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
群
行
の
一
員
と
し

て
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

13番　日
ひ

陰
かげ

の糸
いと

　　　又は玉かずら

群
行
衣
裳

群
行
衣
裳

１．冠
かんむり

２．緌
おいかけ

３．太
た

刀
ち

１．垂
たれ

髪
かみ

　　２．唐
から

衣
ぎぬ

３．表
うわ

着
ぎ

　　４．打
うち

衣
ぎぬ

５．衣
きぬ

（袿
うちぎ

）（枚数を重ねている）

６．単
ひとえ

　７．長
なが

袴
ばかま

　８．裳
も

（全体）

９．裳
も

の小
こ

腰
ごし

　10．裳の引
ひき

腰
ごし

11．檜
ひ

扇
おうぎ

（衵
あこめおうぎ

扇）　12．帖
た

紙
とう

13．日陰の糸（玉かずら）

　　※斎王が付けていたかどうか
　　　は定かではありません。
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斎
王
賞

町
長
賞

明
和
町
教
育
長
賞

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
宮
歴
史
博
物
館
長
賞

特
別
賞

特
別
賞

明
和
町
議
会
議
長
賞

●
応
募
方
法

・
応
募
に
は
郵
送
と
斎
王
ま
つ
り
事
務
所
受
付
の
２
通

り
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も
の
で
１
人

３
点
以
内
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
カ
ラ
ー
、
白
黒
作
品
で
サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
の
み

・
応
募
票
の
各
項
目
に
楷
書
で
記
入
し
、
題
名
、
お
名

前
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
コ
ピ
ー
も
可
）

●
締
切

・
平
成
22
年
７
月
16
日（
金
）消
印
有
効

●
郵
送
方
法
に
つ
い
て

・
郵
送
中
の
事
故
、
破
損
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か

ね
ま
す
。

●
選
考
方
法
・
入
賞
・
入
選

・
作
品
は
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
選
考
い
た
し
ま

す
。

・
入
賞
は
、
５
賞（
斎
王
賞
他
）、
入
選
20
点
程
度
と
し

ま
す
。

・
発
表
は
、
８
月
5
日
前
後
、
新
聞
紙
上
に
て
発
表
し

ま
す
。

・
入
賞
・
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
ネ
ガ
を
お

借
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

へ
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

●
作
品
の
返
却

・
応
募
作
品
は
ご
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
先

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
１
５
|

０
３
２
１

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
斎
宮
２
８
１
１
番
地

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
９
６
ー
５
２
ー
０
０
５
４

０
５
９
６
ー
５
２
ー
７
２
７
４

「哀悼」 松阪市 刀根 明久

「幽玄」 津市 西浦  正夫

「斎王の名と」 松阪市 後藤 ミユキ「微笑婉然」 明和町 岡田 清志

「旅立ち」 明和町 間宮　修

「緊張の中見守られて」 伊勢市 小山美すゞ

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞

「禊」 松阪市 三瀬　誠

「平安の恋」 松阪市 堀木 光一

「儀式終えて」 鈴鹿市 世古　満美

「
禊
の
儀
」

伊
勢
市

井
村 

義
次

第
二
十
七
回  

斎
王
ま
つ
り フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
う
た
あ
わ
せ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
う
た
あ
わ
せ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
う
た
あ
わ
せ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
う
た
あ
わ
せ

斎
王
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

斎
王
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

22

第
27
回 

斎
王
ま
つ
り

23

第
27
回 

斎
王
ま
つ
り



　

前
夜
祭
の
興
奮
も
冷
め
ぬ
ま
ま
、期
待
と
緊
張

で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
迎
え
た
斎
王
ま
つ
り
の
日

は
、と
て
も
さ
わ
や
か
な
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。実
行
委
員
会
の
方
々
や
、楽
し
み
に
し
て
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
や
、参
加
者
の
願
い
が
通
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
十
二
単
が
着
た
く
て
斎
王
ま
つ
り
に
参
加

を
申
し
込
ん
だ
の
で
、憧
れ
の
十
二
単
に
袖
を
通

し
た
時
の
感
動
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。禊
の
儀
を
目
前
に
不
安
いっ
ぱ
い
の
私
を
、「
大

丈
夫
」と
送
り
出
し
て
く
れ
た
実
行
委
員
の

方
々
、会
場
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
や
声
援
に
と
て
も

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

斎
王
群
行
で
は
、手
を
振
っ
て
下
さ
る
方
、「
斎

王
さ
ん
！
」と
あ
た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
方
に
囲
ま
れ
、嬉
し
く
て
緊
張
も
吹
っ
飛
ん
で

心
か
ら
お
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

明
和
町
と
い
う
、歴
史
に
も
温
か
い
人
々
に
も

恵
ま
れ
た
地
で
、一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
、素
敵
な
方
々
の
笑
顔
に
出
会
え
た
こ

と
は
、私
の
大
事
な
思
い
出
で
す
。

　

今
年
も
、来
年
も
、そ
の
先
も
さ
ら
に
素
敵
な

「
斎
王
ま
つ
り
」に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
祈
って
い
ま
す
。

第25代斎王役　
鳥井  麻生

森　

下　
　

清

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

代
表

　

斎
王
制
度
は
、飛
鳥
時
代（
六
百
七
十
三
年
）天
武
天
皇

が
伊
勢
神
宮
に〔
壬
申
の
乱
」の
戦
勝
祈
願
を
し
て
勝
つ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、天
皇
家
の
御
杖
代
と
し
て
長

女
の
大
来
皇
女
を
こ
こ「
斎
宮
」に
遣
わ
し
、そ
れ
か
ら
約
六

百
六
十
年
間
続
い
た
制
度
で
し
た
。都
か
ら
五
泊
六
日
を
か

け
、　

斎
王
一
行
は「
斎
宮
」ま
で
群
行
し
て
き
た
の
で
す
。そ

し
て
、五
十
数
代
の
斎
王
や
こ
の
地
に
関
わ
っ
た
人
々
を
偲

び
、「
斎
王
ま
つ
り
」は
始
ま
り
ま
し
た
。ま
つ
り
の
群
行
は
、一

番
華
や
か
だ
っ
た
平
安
時
代
の
群
行
を
再
現
し
た
も
の
で

す
。

　

野
花
菖
蒲
が
咲
く
初
夏
、斎
王
ま
つ
り
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。今
年
は
、前
夜
祭
で
夜
の
禊
を
行
い
ま
す
。

　

斎
王
ま
つ
り
も「
語
り
継
ぐ　

い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
」を
タ

イ
ト
ル
に
未
来
に
向
か
う
新
し
い
群
行
の
出
発
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
々
が
こ
こ

「
斎
宮
」に
集
い
、

ふ
れ
あ
え
る
す
ば

ら
し
い
ま
つ
り
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

主催／斎王まつり実行委員会

再生紙（古紙100％）を使用しています。

後援◎明和町、明和町教育委員会、国土交通省三重運輸支局、斎宮歴史博物館、（財）国史跡斎宮跡保存協会、（財）民族衣裳文化普及協会、明和町観光協会
　　　近畿日本鉄道株式会社、 　　津放送局、三重テレビ放送（株）、三重エフエム放送（株）、松阪ケーブルテレビ・ステーション（株）
問い合わせ◎斎王まつり実行委員会事務局　TEL0596-52-0054FAX0596-52-7274

http://saioh.jp 定価100円

斎
王
役
を
務
め
て

　

斎
王
ま
つ
り
で一
番
ド
キ
ド
キ
し
て
、嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
、開
会
せ
ん
げ
ん
を
し
た
こ
と
で

す
。と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
が
、う
ま
く

言
え
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
斎
王
役
は
、取
材
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

あ
っ
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
斎
王
の
あ
た
り
ク
ジ
は
、今
で
も
大

切
に
と
って
お
い
て
あ
り
ま
す
。

子ども斎王　

葱華輦復元模型（斎宮歴史博物館蔵）

田所　藍耶

子
ど
も
斎
王
を
務
め
て

語
り
継
ぐ　
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン


